	第7回院内研修報告書　　　　　　　　　　　　       　報告者：小嶋　彩香

	講義内容：「精神科における医療事故要因と予防策」　　　　　　　講師：佐々木　健之JGM　　

	日　　時：平成20年2月19日（火）　　17：30～18：30

	場　　所：メモリアルホール

	内　　容：

1． 前回の内容の確認

2． 精神科における7つのリスク

3． リスクアセスメントの必要性

4． 事故が切迫している状況

5． サイン

※使用したパワーポイントを添付します。

＜アンケート結果＞

研修参加対象者総数　　　　　　　　　　　　　　156名

参加対象外(遅B、遅C、準夜、深夜入、出張等)　　26名

　　当日参加者　　　　　　　　　　　　　　　　　 　55名（参加率42％）
アンケート提出者　　　　　　　　　　　　　　　 55名（回収率100％）

1． 今回の研修内容について

· 分かりやすかった
48名

· 楽しかった

 1名

· 難しかった

 6名

· つまらなかった

 0名

2． 研修を受けて役に立つと感じた事

· リスクについて理解できた

· 事故が起きる前に予防策を立てておくこと

· 患者様と関わっていく上で事故はつきもの。日々、患者様の行動・状況・病状をスタッフが共有、認識していかなければならないということ

· 1人の患者様に300以上のリスク要因があり、日常から十分なアセスメントが必要であること

· 先回りした予防策が必要。患者様のサインを見逃さない為に、疾患の理解、観察、行動の観察、そしてスタッフの危機管理が必要だということ

· 焦点を絞った的確な対策を立てること

· 曖昧な対策ほど、危険予防をすることが難しいということ

　　　

	3． 感想

· 現場でなんとなくわかっていたり、何となくやろうとしている事が、まとまった形、言葉で表現されており、頭の中で整理されました。

· (今回の研修を踏まえて)今後の仕事に対する姿勢を見直して頑張って行きたい。

· 予防策は様々な視点から具体的に立てる必要があるということを再認識した。

· リスク要因にどのように対処していくかと言う事柄について考えさせられた。

· 事故を発生させないように常に意識しておくことが大切だと再認識できた。

· 精神科特有のリスクマネジメントを学んでいかなければならないと思った。

· 事故は起こる前にたくさんの前兆などがある為、そのようなサインを見落とさないようにしたいと思う。

· 情報の共有化を図り、事故を事前に防ぐようにしていきたい。

· OT場面でも、導入時に、その時にその患者様のリスクを一応検討するが、曖昧な点も多いため、更に検討したい。

· 看護計画を立てる際にきちんとその人の情報を把握し、アセスメントをしっかりと行い、事故につながらないよう、きちんと考えて対応できるよう業務をしたい。

· 例題があってわかりやすかった。男性看護師も要因であるとは知らなかった。

4． 考察

昨今、医療技術の高度化に伴い、インフォームド・コンセントの概念が一般臨床に定着してきている。また、医療事故や医療従事者によるミス、ヒューマンエラーに対して、マスコミや国民が注目するようになり、病院としては当然、危機管理つまりリスクマネジメントを行うようになっている。リスクマネジメントは医療従事者として当然考えていかなくてはならない問題である。

今回の研修では、事例を交えて説明がされ、「わかりやすかった」「楽しかった」という意見が9割近くにのぼり、医療事故に対しての関心の高さが窺える。内容は、普段の業務に関連していることが多く、私たちの日々の行動、業務に対する姿勢について改めて考える機会になったのではないかと考える。1人の患者様に対して300以上のリスク要因があり、それは疾患等の本人が持つ要因に加え、長期入院という環境や医療従事者のモラルなどの多くの要因が挙げられる。しかし、「もしかしたら･･･」「かもしれない」といった危険意識を持つことで防げる事故は多いのではないかと考える。

当院では、予防的な対応を取る為に、インシデント・アクシデントレポートの提出、M-SHELLによる分析を行っている。これは、事故につながる要因をアセスメントすることになり、同様の事故が起こらないような対策になっている。ただ、「事故が起こったから提出する」という感覚を持たずに、アセスメント、分析・検証を通して得た情報をスタッフが共有していく姿勢も大事である。医療の現場は、常に新しい情報を収集し、社会のニーズにも敏感にならなくてはならない。スタッフ間での情報共有も大事であり、カンファレンスやモーニングミーティングなどを効果的に活用していく必要があると考える。

5． 反省・改善点など

· 暖房について

⇒メモリアルホールの広さから考え、16時頃から暖房を入れるようにしていく。

· 研修参加率の低下

⇒研修テーマについて、スタッフのニーズを知る必要がある。来年度に向け、今後のテーマ希望についてアンケートを実施していくなどの対策が必要。




